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教
育
委
員
会
だ
よ
り

市
内
小
中
学
校
の
校
長
・

教
頭
先
生
の
紹
介

中
国
深
圳
外
国
語
学
校
訪
問

　

今
年
で
16
年
目
を
迎
え
る
深

圳
外
国
語
学
校
と
飯
山
市
中
学

校
の
友
好
交
流
、
三
ツ
井
修
城
南

中
学
校
長
を
団
長
に
、
城
南
中

学
校
生
7
名
、
城
北
中
学
校
生

6
名
が
3
月
25
日
か
ら
29
日
ま

で
の
5
日
間
、
中
国
の
深
圳
外
国

語
学
校
を
訪
問
、
高
等
部
日
本

語
科
1
年
生
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
な
が
ら
、
深
圳
外
国
語

教
育
長
　
長
瀬 

哲

入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

本
年
は
白
隠
禅
師
が
明
和
５

（
１
７
６
８
）年
、84
歳
で
亡
く
な
っ

て
か
ら
、
２
５
０
年
遠
忌
に
あ
た

り
ま
す
。

　

白
隠
禅
師
は
臨
済
宗
中
興
の

祖
と
称
さ
れ
、
禅
宗
史
で
高
い
評

価
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
白

隠
禅
師
を
正
受
庵
で
、
厳
し
い
指

導
を
し
た
の
が
、
正
受
老
人
（
道

鏡
恵
端
）
で
す
。

　
こ
の
年
に
特
別
展
『
正
受
老
人

と
白
隠
禅
師
』
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
は
、
飯
山
市
の
歴
史
・
文
化
の

面
か
ら
考
え
て
も
、
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
飯
山
市
も
北
陸
新
幹
線

が
開
業
し
、
新
時
代
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
等

の
著
し
い
発
展
、
国
際
化
の
進
展

と
、
時
代
の
変
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
正
受
老

人
の
生
き
方
が
、
こ
こ
に
改
め
て
、

私
達
の
生
活
に
問
い
か
け
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
８
月
２
日
〜
９
月

10
日
に
か
け
て
、
飯
山
市
美
術
館

特
別
展
『
正
受
老
人
と
白
隠
禅

師
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
特
別
展
の
開
催
に
当
た
っ

て
は
、
京
都
妙
心
寺
、
花
園
大
学

の
ご
支
援
、
東
京
の
永
青
文
庫
・

金
地
院
・
三
島
市
の
龍
澤
寺
と
、
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落
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人
権
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
一
般
的
に
は
「
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
権
利
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

生
命
や
自
由
、
平
等
を
保
障
し
、

日
常
生
活
を
支
え
て
い
る
大
切
な

権
利
で
す
。

　

し
か
し
現
実
の
社
会
で
は
、
部

落
差
別
を
は
じ
め
障
害
者
や
女
性

に
対
す
る
差
別
、
高
齢
者
、
子
供

に
対
す
る
虐
待
や
、
い
じ
め
な
ど
、

人
権
侵
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
に
対
し
て
人
権
の
個
別
課

題
で
は
「
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
」「
障
害
者
差
別
解
消
法
」「
D 

V
防
止
法
」「
子
供
の
貧
困
対
策
法
」

等
そ
れ
ぞ
れ
不
十
分
な
点
も
あ
り

ま
す
が
、
法
律
で
の
対
応
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
に
関
し
て
は
、
平
成

14
年
（
２
０
０
２
年
）
3
月
末
を

も
っ
て
「
地
域
改
善
対
策
特
定
事

業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
」
が
失
効
し
た

こ
と
に
伴
い
、
昭
和
44
年
以
降
実

施
し
て
き
た
同
和
問
題
に
関
す
る

特
別
対
策
事
業
が
終
了
し
た
後

は
、「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法
」

に
基
づ
い
て
、
自
治
体
が
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
12
月
27
日
付
け
の

差
別
の
な
い
明
る
い
飯
山
市
を
築

く
審
議
会
答
申
「
飯
山
市
に
お
け

る
今
後
の
同
和
対
策
等
に
つ
い
て
」

で
は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
偏

見
や
誤
っ
た
意
識
は
ま
だ
根
強
く

残
っ
て
い
る
。
同
和
問
題
の
解
決

な
く
し
て
「
人
が
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
社
会
」
の
実
現
は
な
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
平
成
25
年
11
月

に
、市
民
を
対
象
に
実
施
し
た
「
人

権
に
関
す
る
市
民
の
意
識
調
査
」

で
は
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
」
の
問
い

に
、
６・２
㌫
の
人
が
「
根
強
く
残

っ
て
い
る
」
50
・
５
㌫
が
「
改
善

さ
れ
て
き
て
い
る
が
ま
だ
残
っ
て

い
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。「
ど
の

よ
う
な
面
に
同
和
問
題
が
あ
る
と

思
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
68
・
５

㌫
が
「
結
婚
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
、
地
域
、
家
庭
、
企
業

等
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
通
じ
て
研
修

し
、
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し

市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
感
覚
を

高
め
、
こ
の
飯
山
市
か
ら
一
日
も

早
く
差
別
の
根
絶
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

学
校
に
通
い
、
文
化
や
学
習
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
等
部
日
本
語
科
1
年
生
は
、

昨
年
の
1
月
に
飯
山
を
訪
れ
て
お

り
、
今
回
の
深
圳
滞
在
中
、
常
に

行
動
を
共
に
し
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
1
日
目
は
、
日
曜
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
ご
家
族
と
一
緒

に
、
鄧
小
平

の
巨
大
な
銅

像
が
建
つ
蓮

火
山
公
園
や

深
圳
博
物
館

な
ど
、
今
な

お
急
速
に
発

展
を
続
け
て

い
る
深
圳
市

の
歴
史
文
化

を
学
び
、
飲

茶
や
中
国
の

家
庭
料
理
を

楽
し
み
、
熱

烈
歓
迎
を
受

け
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、

中
等
部
を
訪

問
、
中
等
部

全
員
に
迎
え

ら
れ
た
歓
迎

深圳外国語学校生徒との交流会

会
の
あ
と
、
中
等
部
3
年
生
の
授

業
に
参
加
、
深
圳
外
国
語
学
校
生

徒
の
学
力
の
高
さ
、
積
極
性
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
日
目
は
、
高
等
部
を
訪
問
、

深
圳
外
国
語
学
校
の
高
等
部
日

本
語
科
2
年
生
全
員
、
日
本
の
大

学
へ
進
学
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
交
流
が
、
飯
山
の
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
良
い
刺
激
と
な
り
、
芽

生
え
た
友
情
が
、
将
来
の
さ
ら
に

大
き
な
交
流
へ
と
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

今
年
の
7
月
に
は
、
深
圳
外
国

語
学
校
中
等
部
日
本
語
科
3
年

生
が
飯
山
を
訪
れ
ま
す
。
大
都
会

深
圳
の
「
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、
生

徒
た
ち
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

深圳外国語学校授業への参加

白
隠
と
所
縁
の
寺
院
、
長
野
県

内
十
一
カ
寺
よ
り
拝
借
の
白
隠
の

書
・絵
等
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

正
受
庵
所
蔵
の
諸
書
画
も
全

て
展
示
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
現
存
す
る
正
受

老
人
の
自
署
は
二
点
の
み
と
い
わ

れ
、
そ
の
『
坐
死
』
と
『
道
鏡
恵

端
自
画
賛
』(

永
青
文
庫
蔵)

の

二
点
が
初
め
て
そ
ろ
っ
て
、
今
回

の
特
別
展
で
公
開
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
正
受
老
人
像
は
白
隠
筆
・
中

野
不
白
筆
に
よ
る
画
像
と
、
正
受

老
人
自
画
像
と
、
三
点
す
べ
て
が

そ
ろ
っ
て
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

書
蹟
で
は
白
隠
の
二
分
さ
れ
て

い
た
『
古
剣
銘
』
が
、
初
め
て
、

金
地
院
蔵
と
正
受
庵
蔵
と
揃
っ
て

公
開
さ
れ
る
こ
と
も
意
義
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
正
受
老
人
の
父
親

で
あ
る
松
代
初
代
藩
主
『
真
田
信

之
像
』
を
、
真
田
信
之
菩
提
寺
の

大
鋒
寺
よ
り
拝
借
し
て
公
開
し
ま

す
。

　

今
回
の
特
別
展
が
、
全
国
の
多

く
の
方
々
に
、
正
受
庵
・
正
受
老

人
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

特
別
展
開
催
中
に
、細
川
護
熙
氏
、

妙
心
寺
老
師
に
よ
る
、
講
演
会
も

正受老人自画像
永青文庫蔵

　

4
月
4
日
㈫
、
市
立
保
育
園
の

入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
と
が
り
保
育
園
で
は
9
名
の
新

し
い
お
友
だ
ち
が
入
園
し
、
60
名

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
場
所
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊

張
し
て
い
る
様
子
で
す
が
、
泣
き

声
が
笑
い
声
に
変
わ
り
、
友
だ
ち

と
た
く
さ
ん
関
わ
っ
て
遊
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
の
園

周
辺
の
お
散
歩
も
楽
し
み
で
す
。

　

地
域
を
知
り
、
住
民
の
方
と
の

触
れ
合
い
を
大
切
に
し
、
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
子
ど
も
達
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

特
別
展 
正
受
老
人
と
白
隠
禅
師

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
特
別
展
『
正
受
老
人

と
白
隠
禅
師
』・
講
演
会
に
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


